
個別受注設計生産型の製造業様は、「高度な技術に支えられた提案力と、付加価値の
創造力」を競争力とし、競争力を維持し競合他社に勝ち抜いていくことが必要です。

■次のような業務形態のお客さまに有効です。

・「個別受注設計生産型」製造業であり、大型産業機械、工場設備を生産する。

・顧客の要求仕様に基づき、受注単位に設計生産を実施する業務形態である。

・設計／生産部門が密接に連携し、仕様確定からものづくり、据付試運転本稼動

までを実施する。

・アフタサービスが長期的に必要な製品が多い。

■次のような業務形態のお客さまに有効です。

・「個別受注設計生産型」製造業であり、大型産業機械、工場設備を生産する。

・顧客の要求仕様に基づき、受注単位に設計生産を実施する業務形態である。

・設計／生産部門が密接に連携し、仕様確定からものづくり、据付試運転本稼動

までを実施する。

・アフタサービスが長期的に必要な製品が多い。

１）業務改革による業務標準化、簡略化を目的としたシステム構築

２）生産部品表、設計部品表を中心とした生産情報の共有化

・日程情報管理による進捗の「見える化」

・設計変更による影響調査の省力化

３）蓄積されたデータ再利用徹底による省力化、標準化

・過去の類似情報を多角的に検索し、情報設定の省力化標準化

・付加価値の生まない作業の自動化

４）計画・実績の再分析による課題・無駄の早期発見是正

・製作ＬＴ、調達ＬＴ等リードタイムの見直し

・作業工数、購入単価等、コストの見直し
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設計生産業務の変革 情 報 統 合

「ジョブオーダ型生産管理ソリューション」にお任せください！

導入目的と効果

ジョブオーダ型生産管理ソリューション



・システム全体図
・サブシステム関連図
・業務フロー
・業務要件定義書
・対象業務領域定義書
・システム機能要求定義書
・重点処理仕様書
・システム機能一覧
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・システム機能要求定義書
・重点処理仕様書
・システム機能一覧

ご導入に関するお問い合わせ・ご相談

電話でのお問い合わせ
受付時間 9時～17時30分
（土曜・日曜・祝日・当社指定の休業日を除く）

株式会社富士通関西システムズ 広域ソリューション本部 ソリューション営業部

06-6920-4210

http://jp.fujitsu.com/group/fks/contact/ から入力ください。ﾊﾟｿｺﾝからのお問合せ

200806
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【要件定義工程（ＲＤ工程）の進め方】

アウトプット目次例


